
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

祝  卒業おめでとうございます － 第７４回卒業証書授与式 校長式辞 抜粋 － 
 陽春の光輝くこの佳き日、所沢市長 藤本 正人 様、所沢市教育委員会教育長 大岩 幹夫 様 
にご列席を賜り、そして卒業生保護者の皆様をお迎えし、所沢中学校第７４回卒業証書授与式 
を挙行できますこと、心より御礼申し上げます。 
さて、２２８名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。 
…（中略）… 特に３年生になってからの皆さんは、コロナ禍の厳しい状況においても、こ 

の所沢中学校のリーダーとして、１・２年生の模範となるべく生徒会活動、部活動、体育祭などで力を発揮してく
れました。体育祭は、例年とは異なる感染防止に配慮した種目とし、縮小した形で行いましたが、競技に全力で取
り組む姿、係活動に責任を持って取り組む姿、仲間を応援する姿、順位に関係なくゴールする仲間への惜しみない
あたたかな拍手、そして笑顔にあふれる皆さんの姿は、まさに下級生の手本となるものでした。私も晴れ晴れとし
た気持ちになりました。今年度はこのような機会がなかなか持てなかったからこそ、この機会を大切にして楽しみ、
よいものを創り上げていきたいという皆さんの思いが伝わってくるようでした。本年度、全校の生徒と教職員が一
堂に集まったのは、結局この体育祭の時だけとなりました。それでも３年生のあたたかく、そしてたくましい姿は、
しっかりと後輩たちの目に、そして心に刻まれていることと思います。…（中略）… 人は一人では生きていけま
せん。これまでもそうであったように、これからの人生においては、自らの努力と共に、それを支え励ましてくれ
る人々の存在が必要です。そのような多くの人の支えに対して、常に感謝の気持ちを忘れない姿勢が、人生を明る
く、楽しく、そして幸せにします。このような「感謝の気持ちを持つ人」は、周囲の人から「感謝される人」にな
っていくことでしょう。 
…（中略）… 江戸時代の後期から明治時代にかけて生きた伊能 忠敬という人がいます。人工衛星はおろか自動

車もなかった時代に、徒歩で日本全国を歩き、今の地図とほとんど変わらない正確な日本地図を作った人です。そ
のこと自体もすごいことですが、忠敬が地図の作成を勉強し、測量に向かったのは５５歳の時。今とは違い、人生
５０歳と言われた時代のことです。彼が測量のために歩いた距離は、実に４万キロ、地球を一周したことになりま
す。彼の生き方は、「人生に於いて何かをはじめるのに遅すぎることはない」ということを教えてくれます。私は
もう忠敬が測量に向かった年齢をとっくに過ぎましたが、彼の生き方には力を与えられます。まして、皆さんはこ
れからを生きる人達です。人生８０年・９０年を１日２４時間にたとえると、皆さんの年齢は、まだ夜明け前の時
間です。皆さんの人生には、これから朝日が昇り、輝かしい朝が訪れるのです。これからの長い人生において、何
かを始めるのに遅いということはない。大切なことは、やろうと思った時に、その一歩を踏み出すこと、そして忠
敬のように歩み続けることです。確かな実践を、これからの生活の中でも積み重ねていってください。 
さて、保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。立派に成長したお子様の姿をご覧になり、

保護者の皆様のお慶びもひとしおであろうと拝察いたします。また、これまで本校の教育活動に対して賜りました
御支援と御協力に心より感謝申し上げます。最後になりましたが、本日の卒業式に御臨席をいただき、これまで卒
業生を温かく励まして下さいました皆様に深く感謝申し上げますとともに、皆様の御健康と御多幸を祈念申し上げ
ます。結びに、皆様と共に卒業生の限りない前途を祝福し、式辞といたします。 

 

卒業生 別れの言葉  - 卒業生代表 和田 璃子 -  
日差しも柔らかくなり、桜の蕾も膨らみ始め、春の息吹が感じられる季節になりました。 
今日、私たちは所沢中学校を卒業します。１年前の今日、私は、在校生代表として先輩 

方の卒業式に参加させていただきましたが、生徒と先生方しかいない静かな卒業式だった 
ことを覚えています。今年も在校生の参加は叶いませんでしたが、お父さん、お母さんに 
見守られる中での特別な卒業式を迎えることが出来ました。まず始めに、今日、この場所 
で、仲間や家族、そして先生方と共に卒業式を迎えられたことに感謝したいです。本当に 
ありがとうございます。 
３年生の皆さん、所沢中学校で過ごした３年間の日々を思い返してみて下さい。３年前の入学式、真新しい制服

に身を包み、中学校生活への不安と期待を胸に、私たちはこの場にいました。まだ、知らない顔の人が多く、緊張
していたあの日から３年、私たちはたくさんの人と知り合い、友達になり、ともに笑い、ともに苦しみ、ともに成
長した所沢中学校の仲間として、今ここにいます。 
１年生の時の一大イベントと言えば、校外学習です。クラスや班には、違う小学校から上がってきた人が多く、

人見知りをしながらも初めての行事にわくわくして準備したことを覚えています。そんな班員と考えたカレーのオ
リジナルトッピング。ポテトチップスやジャガリコなどおかしの盛り付けには班の個性があふれていました。飯盒
炊爨の余韻として、ジャージがいぶされ、なかなか匂いが落ちなかったこともありました。他にも、体育祭、合唱
コンクール。初めての行事で、クラスのまとまりも無く、実行委員は大変な思いをしたと思います。ですが初めて
の中で模索しながらの行事は私たちを成長させると共に仲を深めるきっかけとなりました。１年生の最後には、最
初は遠慮がちだったクラスメイトとも、別れが名残惜しくなるほど仲良くなることができました。 
２年生では、なんと言っても自然教室が忘れられません。農業体験では、私たちを迎え入れてくれた方々の、温

かさを感じながらも、農業の難しさ・厳しさを学びました。一方で、夜のイベント、キャンプファイヤーで登場し
た、教頭先生にとてもよく似ている 「火の神」。カツラをかぶった先生方の身体を張った劇がとても楽しく忘れら
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れません。盛り上がったレク。みんなで踊ったダンス。一部の人の全力のダンスが面白かったです。最後に上がっ
た打上げ花火は想像以上に大きくて、きれいで、鮮明に記憶に残っています。消灯時間を過ぎても恋愛話や、語り
合った、部屋での時間。結局、先生に叱られてしまったことも懐かしい思い出です。２年生の時の体育祭、合唱コ
ンクールは、後輩に教える大変さもありましたが、先輩になったという自覚と共に、行事への向き合い方が、１年
生の時とはひと味違いました。このときは、最後の体育祭が縮小されることも、クラスで、歌う機会さえ無くなる
ことも想像すらしておらず、当たり前の日々は、ずっと続くと思っていました。合唱コンクールなどの行事も、２
年生で終わってしまうと分かっていたなら・・・もっと工夫したり、もっと全力でやっておけばよかったと思う人
も少なくないと思います。それは私自身がそうだったからです。しかし、だからこそ、私たちは当たり前だった日々
の大切さ、そして何より友達の大切さを学ぶことが出来たのだと思います。 
２年生で突然終わってしまった当たり前の生活。今では、外すことに違和感を覚えるマスク。今年度は見ること

の無かった学校の桜。６月から学校が始まるまで、なかなか持てなかった受験生としての自覚。今年は色んなこと
が無くなって、色んな制限がありました。部活動最後の大会やコンクール、合唱コンクール、そして、何より楽し
みにしていた仲間との修学旅行…全てが無くなってしまい、やるせない気持ちだけが取り残されてしまいました。
特に部活動は、一緒に切磋琢磨し合って、冗談を言い合って、笑い合った仲間との思い出が今でも鮮明に思い出せ
るでしょう。２年間の集大成を発揮する場も無く、むなしい想いの人も多かったと思います。ですが、このような
中でも、先生方のご尽力のおかげで開催できた、体育祭。例年と違い校庭がジャージ姿でいっぱいになりました。
マスクをつけながらの練習は正直休校期間まったく運動をしていなかった私の身体にはこたえました。しかし、ク
ラスでの最後の行事になるかもしれないという想いを胸に、共に全力を出し切れた学年種目。ソーシャルディスタ
ンスを意識した大縄跳びは、今となっては良い思い出です。そして、だれもが驚いた先生の結婚報告。最初は皆冗
談じゃないかと疑ったほどです。２学期は受験に近づく中、楽しいことも大変だったことも、たくさんありました。
そして３学期。もう私たちには受験しか残されていないと諦めてかけていたそのとき、三送会が２回実施されると
いう知らせに涙して喜びました。本当に最後の行事となった、文化祭。この行事にかける思いは様々だったと思い
ます。私は、受験が終わった後の開放感と、これが最後の行事なんだ、というさみしさが入混じる中でこの行事に
取り組みました。今年初めてピリピリした雰囲気になった教室。この行事にかける強い思いがあったからこそ、話
し合いで意見が衝突する、そんなクラスもあったと思います。でもそれらを乗り越えて完成させた劇。一から台本
をつくり、配役を考え、演技練習、道具作りもして、クラスみんなで作りあげた劇。最初で最後の文化祭は、一生
忘れることの出来ない最高の思い出となりました。 
最後の１年は出来ないことも数多くありましたが、だからこそ、仲間との一つ一つの思い出が、愛おしく大切な

宝物となりました。一緒に不安と戦い、泣いたり、笑ったり出来るのも今日が最後だと思うと、とても寂しいです。
特別な一年でしたが、普通に過ごせる日々、いつも通りそこにいてくれる仲間、ささやかかもしれないけれど「と
ても大切な事」に気づくことができました。仲間とともに過ごした所沢中学校での３年間は決して忘れられない思
い出です。そして、今まで私たちを、時に厳しく、時に優しく見守り、導いてくださった先生方、本当にお世話に
なりました。私たちは所沢中学校の黄金時代を築けていますか？  
今まで経験したことが無いコロナ禍の中でも、こうして今まで、学び、楽しい日々を送れたのは先生方のご尽力

のおかげです。私たちと関わってくれた全ての先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。今まで本当にありがとうご
ざいました。 
お父さん、お母さん、今日は卒業式に参加してくれてありがとう。一人しか参加できないことで、どちらが参加

するか話し合っていましたね。義務教育修了の今日まで大切に大切に育ててくれて本当に感謝しています。これか
らもまだまだお世話になると思いますが、よろしくお願いします。 
私たちは今日この学校を卒業します。明日からは、このクラス、 

この学年、この場所で集まることはありません。私たちはこれか 
らそれぞれの道を歩んで行きます。苦しいとき、つらいとき、大 
きな壁にぶつかったときは、ここでの日々を思い出して下さい。 
共に過ごした思い出が、私たちを支え、そっと後押ししてくれる 
ことでしょう。所沢中学校のさらなる発展と、仲間達のしあわせ 
な未来を願い、別れの言葉とさせていただきます。 
 

在校生 送る言葉  - 在校生代表 奥冨 煌己 – 
温かな心地よい風が頬に感じる季節となりました。今日のよき日に所沢中学校を巣立 

っていかれる３年生の皆さん。ご卒業おめでとうございます。在校生一同心よりお祝い 
申し上げます。先輩方の卒業がこんなにも早く来てしまうことに、寂しさがこみ上げて 
きます。今、先輩方との思い出を振り返ると、先輩方は常に私たちの目標であり、心の 
支えでもありました。そして、いつも私たちの背中を優しく押してくれていました。 
僕は生徒会本部という仕事の中でたくさんの場面で背中を押してもらいました。そん 

な先輩方が部活や勉強で、自分の夢のために試行錯誤し、努力してこられた姿も、私た 
ちはずっと目にしてきました。 
部活動では、優しく時には厳しく、的確なアドバイスをくださいました。先輩方の真剣に取り組む姿、大会で涙

する姿に、僕たちも、そんな先輩になりたいと感じました。先輩方は最高学年として、全体をまとめ、明るく声を
かけてくださる行動力、そのすべてに先輩という威厳を感じました。僕はそんな先輩方の姿にあこがれを抱くと共
に、圧倒されました。先輩方の背中を見て、私たちは成長しました。そして、今の所沢中学校が作られていったの
だと思います。 
今年の三送会では、在校生全員で、感謝の思いを直接伝えることはできませんでした。各学年の出し物では、１、

２年生からの感謝の思いが詰まっていたと思います。三学年廊下の藤の花、ちぎり花で作った世界の名所・日本の
名所、階段の花、先輩方が手に持っていた旗、すべて３年生への感謝を伝えるために１、２年生が作ったものです。
これらすべてに３年生への強い感謝の思いが込められています。 
今の私たちでは先輩方には及ばす、至らないところもあると思いますが、先輩方と過ごした日々に誇りを持ち、

先輩方が守ってきた三本柱、築き上げてきた伝統を受け継ぎ、守っていきます。自分を見失うことなく夢の実現に
向かって進んでいくことは容易なことではないと思います。自分の思った通りにいかないこともたくさんあると思
います。しかし、そんな時こそ先輩方がこれまで乗り越えてきた、苦難や仲間との学校生活の中での楽しい思い出、
この所沢中学校で学んだ多くのことが役に立つことと思います。仲間たちとの温かい絆を生涯の宝とし、信念をも
って未来を切り拓く先輩の姿をずっと追いかけていきたいです。 
最後に在校生を代表しまして、今まで本当にありがとうございました。先輩方はこれからもっと広く、大きな世

界へと歩き始めます。先輩方にとってこの所沢中学校での日々が誇りとなり、様々な場面で支えになることを願っ
ています。また先輩の名に恥じぬ所沢中学校の新たなる伝統を築いていくことをお約束します。 
先輩方のさらなるご活躍を心よりお祈り申し上げ、送る言葉とさせていただきます。 

埼玉県教育委員会優良生徒 和田璃子（３－１）  
埼玉県学校体育協会体育優良生徒 
   折本ひかる（３－２）  小山和生（３－６） 
産業教育振興会優良生徒  清 安曇（３－１） 


